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の最高密度は 2 cells/mL であり，本年度は赤潮化しなか

った。なお，有害赤潮プランクトンによる漁業被害は発

生しなかった。 

①Heterocapsa circularisquama  

三河湾，英虞湾の 2海域で確認された。三河湾では 9

月中旬，10 月上旬に確認され，最高密度は 38 cells/mL

であった。英虞湾では，7 月中旬～9 月下旬に確認され，

最高密度は 46 cells/mL であった。 

英虞湾では，7 月 14 日に 1 cell/mL の細胞密度で確認

された後，7 月 24日～7 月 28 日と 9 月 11 日に赤潮が確

認された。例年，赤潮発生時には当事業の測点でも高密

度となるが，今年度は最高でも 46 cells/mL（9 月 12 日）

と高密度にはならなかった。 

② Karenia mikimotoi 

伊勢湾，三河湾，伊勢湾口，英虞湾の 4 海域で確認さ

れた。伊勢湾では 7月に確認され，最高密度は 0.02 cell

/mLであった。三河湾では 10月上旬～11 月中旬に最高

密度 47 cells/mL が確認された。伊勢湾口では 9月と 11

月に確認され，最高密度は 0.04 cell/mL であった。英虞

湾では 6 月 30 日～12 月 1 日に確認され， 7 月 22 日～8

月 5 日に赤潮を形成した。この赤潮は，H. circularisqua

ma との複合赤潮であった。最高密度は 5,025 cells/mL（7

月 28 日）であった。 

 

③H. circularisquama 赤潮の発生シナリオの構築 

 H. circularisquama 赤潮形成と関係が深い項目を把握

するため，A3 における H. circularisquama の細胞密度と

水温，塩分，溶存酸素量，表層と底層の比重差，DIN，N

O4-P，珪藻細胞密度合計，Chaetoceros spp.細胞密度，Sk

eletonema spp.細胞密度，気温，降雨量，潮位差，日照時

間および風速との相関を確認した（表）。解析には，近

年 10 年間（2005 年～2014 年）のうち，H .circularisqua

ma 出現時のデータを用いた。また，海域の H. circularis

quama 細胞密度から見かけ上の増殖速度（一日当たりの

分裂回数）を計算し，同様の処理を行った。 

水温，塩分等の環境条件との関係を見ると，H. circul

arisquama 出現開始時期に当たる 6 月に，下層の H. circ

ularisquama の細胞密度と表層の塩分や比重との間に負

の相関（有意水準 <0.05）が見られた（図 3）。表層の

塩分濃度が低下し，成層化が強く起こる場合に 6月の時

点で下層において H. circularisquama の細胞が高い密度

になっている可能性が考えられる。 

9 月～10 月には下層の H. circularisquama の細胞密度

と底層の水温の間に正の相関が見られた（図 4）。水温

が H. circularisquama の増殖に適した水温帯から下がる

に従って高密度になりにくくなるのを示している可能性

が考えられる。 

H. circularisquama と珪藻の細胞密度の間には，8月に

は下層の H. circularisquama と珪藻の間に正の相関が見

られる一方，9 月には下層の H. circularisquama と表層の

珪藻で負の相関が見られるといった，時期により異なる

傾向がみられた。 

また，8 月の下層の増殖速度と日射時間の間に正の相

関，7 月の下層の H. circularisquama 細胞密度と満潮時と

干潮時の潮位差（日積算）の間に負の相関が見られた。

しかし，他の月では同様の傾向が確認されていない。 

このように，時期によっては環境条件が H. circularisq

uama に影響を与えている可能性が示唆された。ただし，

通年ではなく，時期により一見矛盾する結果が確認され

ているので，他の項目と複合した解析を行う必要がある

と思われる。 

 

表 H. circularisquama 細胞密度等との相関を確認した 

項目 

項目 層 データの由来 

H. circularisquama 細胞

密度，増殖速度（倍化率） 

珪藻細胞密度 

上層（0.5mと 2m

のうち高い値） 

下層（5mと B-1m

のうち高い値） 

三重県水産研

究所 

水温，塩分，溶存酸素量，

表層と底層の比重差 

表層，B-1m層 三重県水産研

究所 

降雨量，日射量，風速（南

北成分，東西成分） 

 南勢町アメダ

ス 

満潮時と干潮時の潮位

差（日合計） 

 鳥羽潮位 
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図3 下層のH. circularisquamaの細胞密度と表層の塩分

の関係（6 月） 




